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動詞とその下剃語の発達の実態

一一j児の2歳から3歳前半まで一

大久保　愛

1．　はじめに

　この調査は，二二教育研究部第一研究室のテーーマ「幼児・児童の認知発達

と語の意味の習得に関する調査研究」の一部，「幼児の三三及び学習行動の

観察」についての研究として，昭恥50年4月から三三53年3月まで行っfc一・一・

男児の需語の追跡調査の結果として刊行された『幼児のことば資料1』（昭

和56年），三児のことば資料4』（二二57年）及び，拗児のことば資料糎

（購湘58年目を用いて，動詞とその下接語を分析研究したものである。

　『幼児のことば資料』似下『資料』と呼ぶ）は，母親に依頼して，母との

かかわりの中での幼児の生のことばを録音文字化したものであるが，そのう

ち『資料1』は，満2歳と満3歳時の「一日調査」であり，ここでは満3歳

のものを使用した（『資料5副の3歳と区回して《3；0））と年月齢を二重かっ

こに入れて示した）。『資料4』は，2歳期，『資料5譲は，3歳から3歳5か

月末まで（3歳前半と呼ぶ）で，1か月に毎回随時，計2時間の録音であ

る。2歳6か月は例外で，「一H調査」のくずれたもので，一照調査のうち

2時間分を『資料4Sに入れたが，『資料ms外もここでは用いた。この一男

児（T児と仮称）は，昭撫49年3月3ヨ生れの第一一・EFである。

2．　動詞三三の実態

　丁兜がこの閥に使用した動詞を劉表としてあげる。使用動詞は終止形であ

らわし，五十音順に並べ，年月齢欄に出現の状況を○で示し（⑳は初出），

2歳期間の使用数（（（3；0》はここに含めた）及び3歳前半の使用数を，そ

れぞれの動詞に記入した。も竃模倣　あ＝文意あいまい　よ篇読みもの　疑
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表1初出動詞，使用動詞の数
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＝質問　これらも一応数に入れた。罰表

（章末）から言えることを述べる。

　（1）2歳期初蹟の動詞は269譜で，3歳

前半の初出語は56語である。計325語

　（2＞年月齢による初出動詞及び使用動詞

の数の傾向をみると，表1のようで，初趨

は，2歳6が一番多く，ついで2歳2と3

歳誕生覆，2歳8，2歳7の順である。使

用動詞の数をみると，3歳誕生日，2歳6

を除くと，2歳8，ついで2歳10，2歳

7，3歳δ，2歳11，3歳4の順となって

いて，2歳7，8から動詞文をよく使うよ

うにな：ることがわかる。

　㈲　丁児がこの期間に40回以上使用し，

そのk，どの年月齢でもほぼ使用している

鋤詞36語を初出年月齢とともにあげると表

2のようである （月齢内は高使用順〉。

　　　表2高使用の鋤詞

2；O
する　行く＊ある＊食べる　買う　乗る＊居る＊

要る取る＊飲むでる　ねる

いれる　来る＊

2；1 晃る　もつ　書く　つける　ちがう　だす

2；2
言う　やる（する）　なる

こわれる　遊ぶ　見える

読む　知る　はいる　あける　つく

・・3脂け・

2；4 教える　できる　つくる　動く

なお，他の調査（1）による上位30語と重なっている語には下線を引き（19
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語），丁児が2歳前に使用している動詞（2）には寒をつげた（6語）。．

　ものを行う「する」∫行く」「閉る」「持つJ「来る」「やる（「する」の意）」

「掛ける」「動く」，出入りの「いれる」「でる」「だす」「はいる」，’知的行為

の「見る」「書く2「杓う」、「読む」「知る」「教える」「できる」「つくる」，そ

れに存在をあらわす・「ある」「居る」と，生活必要語の「食べる」「飲む」

「ねる」などに加えて，「買う」「乗る」「遊ぶ」などをよく使用しているこ

とがわかる。　　　　i

　（4）人は動作を，動詞のみであらわす場合と，動詞に補助動詞や助動詞を

下接し働作物鱗臓聯場酬南る1砂こついて騨肝
に述べるが，動詞の中でも可能や自発を表現する場合に五段活用を下一段活

用として彫ここマい鷲鞭セrよ漏斗・や他難動詞と
でも称するも勿ちあ5。また，敬語動詞ど丁合動謁，サ変複合動詞が晃られ

る。これら動詞は，噌般動詞（仮称）1より遅れて初出する。・

　　①可能動詞を一tt動詞と比較しでみると表3みようである。これら動詞

　は終止形として初出しているとは隣らないが，とこでは終止形になおして

　あげておいた。・命≒：可能動詞の初出がはやいか同じ　×＝使用数が一方よ

　り多い　下線目高使用語40圏以上の語

　　　　　　　　表3　一般鋤詞と可能動詞の初出年月齢

動詞（一般）レ年月鷺沼能動詞｛朝釧
あ（麗）く
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　歩く．×
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2；0

2；7
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壷折れるx
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動　詞（一般）

聞く×

くっつくx

：立つ×

つくる×

付く

とおる×

どくx
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可能動詞

φ聞こえる

　くっつける

　たてる
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　eつける

　とおれる

　◆どける

　　とべる

　◇とれる
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　②使役動詞と称するものには表4のようなものがある。これも①と同様

に一般動詞や可能動詞と対になっているものをあげておく。

　　　　　　　　　　　表4一般動詞と使役鋤詞の初出集月齢

動詞（一般）

凱
落ちる・

着る×

一三使役動詞陣酬可能臨司1年月齢i
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動詞（一剛年畷搬獺陣齢1可鋤詞紳齢
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　鴨るx

ねゑ×

ρ壼×

乗重×

　はくx

まわる×

見るx

もどる×

O
n
O
3
0
0
0
3

2
2
Q
り
2
2
2
2

へ
δ
－
F
◎

2
2
2

こわす

たおす

つぶす

出す

なくす

鳴らす

ねかす

のます

乗せる

はかす

はずす

まわす

見せる

もどす

2；2

2；8

3；0

2；1

2；8

2；6

2；6

3；5

2；5

2；6

2；6

2；9

2；2

2；9

こわれる×

たおれるx

つぶれるx

出せる

乗れる

はける

はずれるx

みえる

2
8
8
0

9
郁
9
一
ワ
耐
Q
り

だ
U
ハ
リ
4
ゐ

2
9
留
2
2；2

　③その他，敬語動詞には「いたす（（3；O））」「ござる《3；0》」「くださる

（3；1）」が初出しているが，おそい。複合動詞もおくれる。初出順にあげ

ると次のようである。「のみこむ（2；6）」，「こしかける」「とびおりる」

「もちあげる」如上2；7），「とりかえる」「のみすぎる」似上2；8），

「食べすぎる」「とりあげる」「とりかえる」「ひつ込む」（以上2；10），

「ぶらさげる（（3；0》」「ひっかく（3；0）」，「追いかける（3；3）」「ひっ

つける（3；5）」と，2歳後半から初出する。

　サ変複合動詞としては「修理する（2；8）」「分解する（3；1）」を使用

している。

　やりもらい動詞では「もらう　（2；2）」　「あげる（2；4）」　「くれる（3；

5）」の順に使用している。

　関遵のある動詞問の初幽を見ると，「行く（2；0）」；「来る（2；0）」，「書

く（2；1）」；「読む（2；2）」，「翼う（2；0）」；「売る（2；6）」，「ねる（2；

0」；「起きる（2；4）」，「入れる（2；0）」「はいる（2；2）」；「出る（2；0」

「出す（2；1）2，「おりる（2；2）2；「あがる」（2；5）」，「教える（2；4）」；

「習う（3；3）」というふうで，初出が同月齢の場合もあり，離れている

　　　　　　　　　　　　　　　　菊
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場合もある。子どもは椅子や机にひとりでよじのぼるが降りるのはこわ

い。それができたうれしさが「オリタ」と早く使わせ，「ウッテル」とか

「ナライニイク」などの状況説明より，「カッテ」とか「オシエテネ」と母

にねだるほうが要求がかなうので，初出に差が出るのだろうか。

3．　動詞の下酒語について

　この部分は，国立国語研究所報告55『幼児語の形態論的な分析一動詞，

形容詞，述語名詞鵡』（高橋太郎担当，以後『幼形態sと仮称する）を参

照して，2’ ﾟにあげた動詞を分析したものである。’この書では次のように述

べてある。（3p～8pを要約的に引用）

　　「この研究は，3～6歳の幼児が会話のなかで使用した動詞，形容詞ならびに述

　語につかわれた名詞について，形態論の面から分析したものである。資料は大久保

　奨が東京都肉の顔稚園，保育園におや・て，．譜面300人㊧子ξも鱒ひとりずつあたっ

　て，一一定の話題についてたずねた録音資料による。（大久保愛撫当　国隣報告50

　『幼児の文構造の発達』という；同じ資練ヒよる文論的分析め報告もある。）

　　従来からも幼児のはなしことばの文法的分析はあった。しかし，それらはおおむ

　ね学校文法のわ、く内にとどまり，品詞別，あるいに，助詞・助動詞の初出状況をし

　らべるていどであった。この研究では，幼児の使用した動謁・形容詞・述語名詞な

　どを，その形態論的なシステムめなかでとらえ，’また，かなり精密にしらべた。

　　この研究の臼的は，はじめ，幼児の文法能力の発達過程をみることにあった。わ

　れわれのはじめの予想では，3歳～4歳～5歳と年をかさねるごとに，こどもは文

　法能力を発達させていく，したがって，資料をあつめれば各年齢聞の差ももとめる

　ごとができるはずであった。ところが実際にしらべてみると，形態論的な事項は，

　その基本的なものが年少児（3～4歳）にすでにだいたい身につけられていること

　がわかった。もちろん個人差があって，年少児のすべてがそうであるわけではない

　が，今回の方法では，最初に意図した発達の過程はもとめられなかった。これをと

　らえるためには，1。5歳から4歳にいたる個入の言語醤得過程をおわなければなら

　ないだろう。もしそのようにして採集された言語資料が，本書のような方法で分析

　されるならば，すくなくとも，形態論の範隈のなかでは，子どもによって，文法彩

　式のどのような部分からどのような過程で醤得されていくかがとらえられるだろ

　う。そのような研究を期待して，本書では，今園の資料にあらわれなかった形式や

　用法についても，必要1・t応じてかきそえておいた。

　　こめ研究では，動講・形容謁・名詞などから助動詞や謡講をきりはなさずそれら
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表5　動詞の活用 〔注〕○二1回以上　◎＝10闘以上⑥＝20圓以上　△＝30圓以k使驚の語があるの意　ふ・・ふつり形　て＝ていねい形否二否定形　あ＝あいまい
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　のくっついたものを単語とみた。」

　ちょうど一幼児の話しことばの資料が1歳から4歳まで整ったので，それ

を用いて，高橋太郎氏の要望に答え，個人の習得過程を動詞下下語の部分に

限り，しかも2歳から3歳前半まで追ってみることにした。紙面の都合もあ

り表としてまとめたので，筆者なりのまとめ方になってしまった（3）。

　筆者が動詞の下萌語としたのは，終助詞部分を除いたところである。終助

詞は文を成立させる上できわめて重要な部分であるが，動詞にくっつけると

複雑になるので，ここでは省いた。「するかどうか《3；0》」「あるかどうか

（3；3）」なども問題があるが，前の「か」以下を終助詞として扱った。接続

助詞の終助詞的使用もあるが，これらは接続助詞とした。その他，副助詞

「だけ（2；3）」「まで（3；4）」「やら（（3；O））」のついた動詞，比喩をあら

わす「みたい（2；3）」「ように（2；4）」などのついた動詞はその部分をの

ぞき，終止形として扱い，平平が残るが，ここでは取りあげなかった。以下

に動詞下附語として，動詞の活用とアスペクト　（「て」のつく形式を取りあ

げた。〔付〕参照），やりもらい，ボイスを扱うことにする。

　（1）鋤詞の活用

　表5は丁児が使用した動詞の活用形の種類と年月齢毎の使用引数をみたも

のである6活用形の種類は注㈲で述べたように，終止形，修飾形，意志形，

命令形，依頼形，・中止形，接続形，願望形，副詞形，仮定・条件形，ゆずり

形，推量形，断定形，名詞形，結合形である。年月齢には，1か月聞に1回

以上，10厩以上，20回以上，30団以上使用した動詞がある場合は，0，◎，

＠，△を記入して，多く使下する語のあることを知る手がかりにした。総計

として2歳から3歳前半までの使絹園数（パーセント）をあげた。

　動詞は，終止形の形のままで使用することが多く，50％以上を占めてい

る。そのあとに終助詞「か」丁ね」「よ」「のAなどがっく形が多いが，ここ

では終助詞を問題にしないことを前に述べた。また，上昇イントネ■・一一ション

により疑問の「か」と岡義にもなるわけであるが，ここではこれも無視し

た。以下に丁児の動詞の可用形式についてこの表からわかることを述べる。
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　動詞によって初出が異なるがここでは活用形式のみを闇題にした。

　①　同形の否定形，ていねいの否定形の初出はふつう形の否定形よりもお

くれる。

　②　ていねいの否定形（タ形）「～ませんでした」は使用しない。これは

年長児（5；5～6；6）（’t）も使用していない。

　③　修飾形ではていねい形，否定形（タ形）は使用しない。ふつ、う形は初

出2歳2で以後ずっと使用する。

　④　意志形は「う」2歳，「よう」2歳2，それにていねい形「～ましょ

う」は2歳4で，ともにわりによく使用している。

　⑤　依頼形の「て」（上昇調）の使用は，2歳初出で，終止形についでよ

く使用。ていねいの「～てごらん」も2歳8以後よく使っている。〈「～てく

ださい」をge幼形態』では，「やりもらい形」に入れているが，ここでは「ち

ょうだい」とともにここに入れた。）

　⑥申止形の使用は少ない。読みものの模倣で「タニヲウメsタイラナ

トコPt・一（3；2）」の「埋め，」のみ使用。

　⑦接続形の「て」の使用も依頼形についで多いが，初出嫁2歳1，接続

形ξしては「から」の使用が次いで多く，「けど」の逆接助詞の初出は3歳10

とおそい。これは乞これまでの調査からも解明されているところである（9）。

　⑧　ていねいの接続形は「まして」「ますから」と，ともに3歳である。

「たり」「し」の例示形の使用は2歳5，2歳6で使用数も少ts　V）。

　⑨副詞形「（買い）にゴは2歳4。．「（飲み）ながら」は（（3；◎））。

　⑩　仮定・条件形では「たら」が2歳2とはやく，「ぽ（2；6）」「ちゃ（2；

9）」「なら《3；◎））ゴとおくれる。否定形では「なきゃ（2；5）」を使ってい

る。「なくちゃ（2；10）」．「ないと（（3；0））tiなどはおそい。

　鋤ゆずり形では「ても」を「テモイイ、（2；6）」の形式で，おりに使う。

否定形「ナクテモ」は少ない。

　⑫　推量形では，疑問の形で「でしょ？」の形をよく使う。「～そう（2；

8）」も使っている。「だろう」の初出は2；6，《3；0》で使用数も少ない。
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表6　アスペクト 〔注〕　○＝1回以上　　　◎＝10回以上　　　◎＝20回以上　　　△＝30回以上使用の語があるの意 あ＝文意あいまい ×＝ダブリ
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　（i3断定形では「のです」（11灘）より「のだ」（36回）をよく使っでい

る。八三は3歳3ごろから男友だちと遊ぶようになったからだろうか。

　⑭　名詞形，いわゆる準体助詞のつく形式は2歳5初霞でよく使う。但し

否定形「ナイノが」「ナカツタノが」はなかった。

　圃　結合形が出るのはおくれる。「～ことある」（2；9），「～ことない」

（3；4）その他で，使用数も少ない。

　⑯　母親のまねをしてていねいの言い方「ございます」を使い，一時期次

のようにまちがえる。「タベルゴザイマス《3；0》」「スルデゴザイマス（（3；◎））」

「ハゲテルゴザイマスカラ（（3；0》」。

　（2）アスペクト

．表6は，T児が使用したアスペクトの種類及び活用形式の種類をあげ，年

月齢毎に，動詞の活用の項で述べた方法に順じて，初出，使用國数をみたも

のである。アスペクトの種類としては，持続の意をあらわす「て（い）る」，

ちかづきをあらわす「てくる」，結果をあらわす「てある」，処置をあらわす

「ておく（とく）ゴ，終結をあらわす「ちゃう」，とおのきをあらわす「’（（い）

〈」，実現をあらわす「てみる」が使用されている（6）。この申では，「て（い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
る」を一番多く使用していて，次は，、「ちゃった」「て（い）’た1「てあるJ

「ちゃう」「てくる」「てきた」「てないA「ていく」それに，「てる十体言」，

「て（い）て」の依頼形と続いている。

　初出では，「ちゃった」が2歳とはやく，おくれるのは，「て（い）る」「てい

く」「とく」「てある」「てくる」のていねい形，「てくる」「ちゃう」「ていく」

の否定形などで，動詞の活用（表5）でのあらわれかたと似ている。T児は

アスペクトの初出がこれまでの個人の縦断調査の結果と比較するとおそい。

「デキチャッタ（1；7）」初出の幼児もいる（7）。

　（3）　やりもらい形

　やりもらい形としては，「てあげる」「てもらう」「てくれる」rてやる」を

用琶ている。表7からもわかるように気この中では初出は「てもらう、」形が

はやく，「てくれる」形は「てあげる」の意でまちがって使用して！，〉る。ま
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た，X幼形態』に出ていない「てあげます」「てくれます」のていねい形の使

用があった。

　T児の使用例をあげてみる。正しく使用して初出もはやい「てもらう」形

は「オトウシャンニ　コレ　アケテモラッタノ（2；4）」，「カワリバンコニ

シテモラオウカ’ナ（2；4）A，「コン　ナカニ　ハイッテ　トッテモラッタノ

（2；7）」などで，使用回数は，この四種の形式の中で11癩と少ないが正し

く使用しているρ使用回数：が36圓と多い「てあげる」の例は，「ムイテアゲ

タノ（2；6）」「ドレモ．カシテアゲナイ（2；9）」「テツダッテアゲル（2；

11）」と出，文章あいまい誤用は2例だけで，「ターチャン　コレ　オモチャ・

ニ　スルカラ　カシテアゲタノ？《3；0》」と，「てくれた」の意で用いたの

がみられ牽のみだった。使用回数が19厩の「てくれる」は，読みものからの

模倣で「ワタシチグレマス．（2；4）」及び命令形の「カメラ　トッテグレ

　（3；1）」ある．L・は，「タ「チャンニ　モッテキテクレタノ？（（3；0》」「アソ

ンデク？マスカ（3；4）」「ドシテ　クロイ　アンコ　イレテクレタノ？（3；

5）」などの形式では正しく使用℃’きたが（9回），他は「てあげる」の意で

8回使用している。誤用の例をあげる。

　．「テツダッテクレル」「ターチャン　モッテッテクレルノ」（2；11）

　「ターチャンガ　イレテクレル」（3；1）

　「ターチャン　アケテクレル」（3；3）など。

　「てやるjについては12回使爾，初出は一三はおそい。「ターチャン　コ

レ　キセテヤッテ《3；0》」の「着せてくれ」の誤用は一例あるが，「ネカセ

テヤッテ」「プーサンニ（人形）　ワンkO　・一ス　キセテヤッテ《3；0》」と正し

く使用している。依頼形の使用がほとんどである。後の二例は使役動詞十や

りもらい形である。（成人が「くれる」と「やる」を区劉せず，全部「くれ

る」と用いる山形，鹿児島などの地方もある。）

　　「くれる」の誤用が多い療因は，親の用いることばをそのまま模倣する

からで，’親が「手伝ってくれる？」とか「Tちゃん戸を開けてくれる？」と

聞くので，自分が使う時「あげる」に変換しないで｝・親と同じ言い方をする
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裏7　やりもらい形・ボイス 〔注〕　M二誤用 もt・模倣 あ・・文牽あいまい ×　・＝ダブリ
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のではないかと，疑問形は正しく使用していることから推察されるのであ

る（s）。

’（4）ボイス、

　表7からわかることは，可能形の「れる」「られる」を：よく使い，ついで使

役形の「せる」「させる」，受身形はほとんど使用していない3鳳である。可

能形では「られる」形を，「チュケレル」「シメレナイ」と2歳初期に「れる」

形で用い，のち，母親の訂正によってか，母親の用い方でか「チュケラレル

（2；6）（2；10）」と使用して計19間あった。「れる」形では，「オフm　アカ

チャン　ハイレル（2；3）」が最初の使用で8園使用。使役形は，「バカシテ

（2；6）（2；7）（2；1◎）」「ハシラセル」「ハシラセタ」（2；11），「オリサシ

テ」「食べサシテヤッタ」（（3；0》など15回あった。「オイテイカレチャッタ

ラ（3；4）」などの受身十アスペクトの結合形は初出がおそい。3歳誕生日

一日調査の資料から多く採集されているのに特色がある。受身形の例として

は，「iナイダ、ドウシテ　カゼ　ヒクノッテ　イワレタノ（（3；0））」と，歌

の模倣で「クジラニ　ノマレタ（3；4）」の3例であった。

　（5）「いく」「する」、の用例

　動詞の中で使用画数の面で1，2位にある「する」ど「いく」の用例を，

表5，表6，表7にあてはめ，初出年齢，使用回数をみるとどうなるかな，

実例編として述べておく。〔〕の中は，丁児が他の動詞で用いた下主語の形

式ではあるが，「いく」「する」の動詞では使用しなかったというもの。（）

の中は使用した終助詞や体書である。「いく」「する」の順序で表にして述べ

る◎

　〔付〕　「て」形式については，金田一春彦編『H本語動詞のアスペクト』（むぎ書

　　　房，1976）の中の吉川一時「現代日本語動詞のアスペクトの研究」（155～323P）

　　　も参考にした。

　　　　幼児のアスペクトの発達については，3歳箭単までにはほとんど習得して誤

　　　用も少ないが，2歳前後の習得初期こは「て（い）る：とするところを「き

　　　（着）た」「もって」ですませている1耀がある。
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4．おわりに

　2歳を過ぎると，動詞以下の部分の初出（この『資料還の中での初出であ

り，使用圓数も同様であることはいうまでもない）がおくれていた幼児も，

その部分の表現ができてくる。T児では，アスペクトの部分で多用される

「て（い）る」の初出が2歳2とおくれているが，それでも2歳8から多用

してきて，3歳前半までには，300語以上の困弊をさまざまな形式で七瀬す

るようになってきているのである。全く使用しなかったのは，推量の助動詞

「らしい」である（10）。その他，ボイスのうち受身形が少ないこと，「てくれ「

る」を「てあげる」の意で，3歳近くまで使用していること，「ていねい」や

「否定形」が「ふつう形」よりおくれることなどがみられた。『幼形態』の

中の「くみたて動詞」（148P）で年少児に出なかった形態はやはり丁児にも

出なかったのが多い。たとえぽ，「（よむ）ことができる」「（よむ）ことにな

る」「（よむ）ようになる」は出ないが「アヤチャン　ドッカ　イキソウニ

ナルンジャナイ（3；2）」を用いているなどがみられた。その他，「（よま）

ないときがある」などの否定形は用いていないのである。

　次に，まだあげなかったT児の誤った使用例をあげ，検討しなければなら

ない問題は出窪しているが一応のまとめとする。

　①共通語では，「ある」は無生物，「いる」は生物の存在をあらわすが

（紀伊半島では「ある」で生物の存在をあらわす），それをT児は「イロン

ナ　ネコガ　アルネ（2；11）llと調う場合もあった。「イッパイ　ムシ　イ

ルヨ（3；9）」とも使っているので不安定というところか。丁児は車に興味

を持っていたが，おもちゃの車に対して「いる」を尊いるのがめだった。

　「クルマ　イル（2；i）3「キイロ　ジドウシャ　ココ　イルノ　（2；1）」

　「アソコニ　パトカーガ　イルヨ（2；6）」「ムカシバ　コウイウ　カガク

　　シャガイタノ？（2；11）J「ショウボウジドウシャモ　イルヨ《3；O））」

　rある」を使用した例もないわけではないが少ない。「ジドウシャ　ココ

アル（2；1）」fキ　＝Lウキュウシャ　アッタ（2；6）」など。
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　②　「くる」を「いく」の意で使う例が共通語を用いる幼児にも見られる

が（酒樽県高山地方ではおとなが使用するという），T児の4歳の一日調査

にも冤られた（この研究の資料外）。「マッテテ　スグ　クルカラ《4；0））」（11）

　③　否定の助動詞「ない」が動詞の未然形につかない例。かっこの中が正

しい。「アショビナイノ〔あそばない〕（2；2）」「タレバナイノ，タレビナイ

ノ〔食べないの発音がむずかしいのか〕（2；1）」

　④　ボイス関係の語の使用は少ないが，誤用もある。

　　④　可能動詞の否定形の場合にFられ」を余分につける例（12）。「けせな

い」を「ケセラレナイ（（3；0》」，「かめない」を「カメラレナイ（3；1）」そ

の他，「のせられない」を「ノラナイ（2；2）」と使用した。

　　＠使役動詞の「おろして」を「イシュニオリサシテ（（3；O））」と上

一段動詞「おりる」に使役の助動詞「させる」を用いて，むずかしく雷う。

使役の助動詞を学習したためか。「みがいて」を「ミガケセテ（（4；0》」の傍

もあった。

　艶々は，3歳以前より，かえってその後に見られる。獲得した語を，親の

模倣でなく，自分から使おうとするからであろうか。習得過程で幼児なりの

論理を働かせるためであろうか。誤用には，臼本語を学んでいる外国人がよ

く誤まるものや，方書地区で用いられている歴史的に古い形（国研報告30－2

陀本直語地図』）であることは興味深い。

〔濁

（1＞これまでの幼児の語彙調査などから心えるのである。特に「食べる」は10位以

　上のところにある。大久保愛『幼児言藷の発達S（東京堂出版，65p，紹融42年。

　その他，「幼児語」（講座「H本語の語彙1語彙原論』178p，明治書院，’昭諏57年〉

（2）　「行く」は「イクー（1；7）」，「ある」は「アッタ　（1；（））」，t乗る」は「ノン

　ノ（1；7）」，「居る」は「イタ，イナイ（i；1）」，「来る」は「キタ・（1；Z1＞，「取

　る」は「トッテ（1；10）」の形式で2歳以前に用いている。幼児語の「ねんね」

　「だっこ」「おんり」「たっち」などは，T児の調査では初出は2歳前であるがこ

　こでは動詞として取りあげなかった。2歳一日調査での動詞のあらわれ方は，

　r幼児の使用語と語の意瞭の理解一満2歳当日の一蟹調査から一」（国恥報
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告65「研究報告集2」昭和55年）で次のように表にしてある。

語 回数

動詞の使絹語と好例および遡数

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮

＠

⑰
⑱

18

アゲル

アル（アッタ）

イウ（言ワナイ）

イク（行）

イル（居）

オク（置）

カク（書イテ）

キル（着タ）

クル（来タ）

タベル

ドケル

トル（取ッテ）

ノム（飲）．

マツ（待ッテ）

ミxル（見）

ミル

ムク（向）

モツ（持）

1
2
唖
ま
ρ
◎
4

　
9
編
　

9
】
2

1
1
1
5
噌
⊥
－
F
D

　
　
　
　
　
　
2

噌
⊥
－
P
◎

2

2
4
点

1　12‘lr

用 例 な ど

風墨場で母に桶を「アゲル」母Fありがとう」

「アッタ　アッタ」「フタ　ナイ　アッタ」

「イワナイ　グウニュウ（牛乳のこと）」

「イッチョ　イク」「オトンチャン　イコウ」

「イル（太陽）」「シロ（馬）　イタ」「イタ（TVに人形が轡
たら）」「オトンチャン　イナイネ」

「コレ　オクノ」

「コッチニ　カイテ（要求）」

「キタ　キタ」

「アカイ　ブーーブー　キタJrオウドン’キタ」

「タプル（それを食べるの意）」

母が腰を掛けようとしたら「ドケ」

「アマイ　パン　トッテ（要求）」「ドア　トッテ（開けて
の意で）」

母rお水のむ？」に対して「ノム」

「マッテッテ（要求）」

母「兇えたって？」に．対して子「ミエタ」
せんたくばさみ，人形などが「ミエナイ」

母「見る？」に対して子「ミル　ミル」「ミpaイロ　タ
クシー一　ミタ」

「ムク　ムク」はっきりしない

「モッテ（持ってくれの意）」rモッテ（霞分がおもちゃを
もっているの意）」

㈲　『幼形輪では，「書いおわり形」とし，その下位形（ムー｝“）に，伝達形（断

　定形，推星形），意志形，命令形，依頼形をたてているが，ここではこのうちの

　断定形を「終止形」とし，あとの形式を終止形と同レベルに扱った。また，「中

　止形」として第一，第二，その他，「条件一ゆずり形」として，条件とゆずり形

　を下位として労けているが，前者を，中止形と接続形とに分け，後者は分けない

　で，仮定・粂件形とゆずり形の」　1twとした。その他，願望形をつくり，断定形を

　「だ」「です」のついた形式の称とした。「くみたて動詞」は結合形の名前で用い

　た。これら形式には，ふつう・ていねい形があり，その盗々がまた，ふつう・否

　定形に分けられ，夫々を，ふつう形，タ形，ナイ形，マス形に分けた。

（4）「CCよみませんでした”がひとつもなかったことは，あるいは，ひとつの特徴と
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　いえるかもしれない」（『幼i形態』20p）

㈲　たとえば，大久保愛『幼児書語の発逮』（前出）の中の「助詞の発達」（81～109

　P）では，「から（1；’12）」，「けど（2’；5）」と初出があがっている。

（6）これら動作の過程をあらわすことばは，『幼形態』15～16Pによる。

⑦　幼虫雷語学シリーズ，F・C・パン，堀素子編『言語蕾得の諸相』（文イヒ評論

　出版　昭瓢56年）の中の堀口純子’「年少児のアスペクト」（166～283P）大久保

　愛「言語習得・の方略一名詞型と動詞型一」（77p～89p）

⑧　上野田鶴子ほか「幼児期における授受構文の理解に幽する実験的研究」（1978，

　話本音響学会）3歳から6歳までの66名の実験的調査の結果によると，授愛動詞

　アゲル（A），クレル（K），モラウ（M）の発達的傾向はA＞K》M：という。T

　児の場合は初繊から見るとM＞A》KでK：がおくれている。実験結果とちがっ

　ているのである。

　　堀口純子「年少兜の受給表現」（F・C・パン他誌『ことばの発達』文化評論出

　版70，71p）では，長男R児の2歳から14か月間の917の駕例を細かく分析報告

　している。②「（て）あげる」を「（て）あげる」の意で使用しているのは87．．6％，

　「（て）くれる」の意では9．9％，その他はa。5％②「（て）くれる」を「（て）あ

　げる」の意に用いたのは43．3弩，「（て）くれる」の意で用いたのは54％，K（て）

　もらう」o．7％，その他2．　o％③「（て）もらう」は，「（て）もらう」の意では

　64．3％，「（て）あげる」の意では16．3％，その他19．　4％となっている。そして

　次のように書う。’“「（て）あげる」が一番安定していて，二番目が「（て）もらう」

　で，「（て）くれる」は半数近くが他の意味に使われているわけである。一番安定

　している「（て）あげる」の場合には，話者と主語と行為者が一致する。「（て）も

　らう」は話者と主語が一致し，行為考が一i致しない。「（て）くれる1は話者が主

　謡とも行為者とも一致しない。このことから，受給表現のむずかしさは，話者と

　文の主語と行為考との閣係と闘連があると考える”と言うことで，習得のやさし

　さはA＞M》K：のようである。

（g）『幼児書語の発達」（27p）では，可能形「タベラレル，タベラレナイ（2；11）」，

　使役形「カブラセテ（2；9）」「オ1♪サセテ（2；3）1，受身形「オコラレル（2；5）」

　「キラワレルノ（2；6）」などがみられた。使役形と可能形に誤用もあった。

㈲　『：幼児言語の発達』135P

⑪　上野田鶴子ほか「彼来動詞文の理解の発達に関する実験的研究」（ig79，日本

　音響学会）幼稚園児および小学校1～6年，計191名を対象にしての実験。これ

　によると，小学校低学年までは「クル」の理解が「イク」に先行するように見え

　るが，基本的には「イク」，「クル」の順に響得され，完全な理解は小学校高学年

　を待たねばならないということである。

紛　「幼児言語の発達毒王46p
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と か す （ 硫 ）

と お れ る

と お る

で 　 る

て ら す

て つ だ う

で き る

つ れ る （ 連 ）

つ も る

つ め こ む

積 　 む

つ ま る

つ ぶ れ る
1

「 1 2

46
7

42
9

3
6

1
2

つ ぶ る ．

つ ぶ す

つ な ぐ

つ な が る

つ つ む

つ け る

つ く れ る

3
1

2
1

5
58

o o 2

幽

○ ○ 1

o 1

o o 工
8

o o o 3

o

1

O O

○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

麟 ○ ○ ○ ○

0 0 0 0 綿

働 2

⑱ ○ 　 　 ○ ○ 　 ○

○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 01e

o 3

o 2

油 ま る

と ま る （ 止 ）

と 　 ぺ 　 る

と ぶ

と び お り る

と 　 ど く

ど 　 け 　 る

　 （ 雪 が ）

と け る （ 溶 ）

ど く

と 　 が 　 る 1
5

5
2

5
1

9
1

1
8

⑱
⑱

○

㊧
○ ○

働
㊧

○

麟
○

○
幽

○

璽
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

働
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
o

○
○

1
2

i
1

ユ
0

4
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刈 Q o

の 　 せ 　 る 15 @ 　 　 　 　 　 ⑱ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 0 　 8

㊧ 　 こ 　 る 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 幽

の 　 け 　 る 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 幽

ね 　 　 　 る 3
1 ﾗ ○ ○ 　 ○ ○ 　 　 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ 0 1 6

ね ・ じ 　 る 鯵 1

ね 　 か 　 す 7 　 　 　 　 　 　 　 　 魯 　 　 ○ 　 　 　 　 ○

濡 　 れ 　 る 7 　 　 　 　 　 　 　 　 露 　 　 ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 ○ 0 3

ぬ 　 　 　 る 13 @ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㊧ 　 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　 0 　 　 8

ぬ 　 げ 　 る 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑬

ぬ 　 　 　 ぐ 7 　 　 爾 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 0 　 　 1

ぬ 　 　 　 う 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麟

似 　 　 　 る 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囁 0 　 　 　 　 　 　 　 2

に 　 げ 　 る 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麟 　 　 　 　 　 　 　 0 1

成 　 れ 　 る 鯵 　 　 　 　 　 　 　 　 1

成 　 　 　 る 燭 　 　 　 爵 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 7 5

島 　 　 　 る 口 ，

鯵 　 　 　 　 5

な ら べ る 33 @ 　 　 　 　 　 　 麟 ○ ○ ○ 　 　 　 ○ 　 　 0 　 　 　 　 　 6

な 　 ら 　 ぷ 25 @ 　 　 　 　 　 麟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 0 2

鳴 　 ら 　 す 3 　 　 　 　 　 　 　 　 鯵 　 　 　 ○ 　 　 　 ○

な 　 ら 　 う 働 　 　 　 　 1

な 　 め 　 る 6 　 　 　 　 　 　 　 　 　 爵 　 　 　 　 　 ○ ○ ○

な 　 げ 　 る 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 爾 　 　 O 　 　 O O 　 　 3

な く な る 14 @ 　 　 　 動 　 　 　 ○ ○ ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 ○ 0 6

な 　 く 　 す 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 勧

な 　 　 　 く 28 @ 　 　 麟 ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 ○ ○ 　 0 1 1

な が れ る 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翻 　 　 　 　 　 0 　 　 　 　 　 1

（ き ず な ど が ） な 　 　 お 　 　 る

15 @ 　 　 霧 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○ 　 　 　 0 　 　 5

な 　 お 　 す 16 @ 　 　 翻 　 　 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ O O O O O 　 　 O O 9

と 　 れ 　 る 8 鯵 ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 　 　 0 　 　 　 　 1

と 　 　 　 　 る 78 ｶ O O O O O O O O O O O O O 　 　 　 　 O 　 　 2

と り か え る 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 翁 　 　 ○

と り あ げ る 魯 　 　 ○ 　 　 　 　 　 0 　 　 　 2

と 　 め 　 る 5 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 麟 ○ 　 　 　 　 ○ 　 　 　 　 　 　 0 　 　 1

三 島 　 年 　 月

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 　 　 1 　 分 　 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 1 0 0 1 2 3 4 5 数 ； ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ； ； 　 　 　 　 　 　 数 　 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 俗 3



ひ き ず ゑ 轡 1

ひ か 、 る

は
払 、

1

る 羽

う

離 　 す

は ず れ る

は ず む

は ず す

は し る

は じ ま る

○ 　 ○ 　 ○ ○ ○

0 　 3

4 露 　 0 0 0

21
5 露 ○ ○ 0 　 1

1
22

2

疑 駄

○

○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ ○ 　 ○ 9 、

鯵

は さ む 三 鯵 　 ○

は
は

　
こ

こ 　
ぺ

ぶ
る

エ
il

翁 1 、

醗 　 ○ ○ 0 0 0 0 0 06

は げ る … 2

は け る （ 穿 ） 一 －

は く （ 穿 ） 三 八 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ 2

は が れ る … 鯵 　 1

は か る 3

は が 烈 2

鍛 　 ○

醗 ○ 0 　 1

生 え る 一 ユ

匠 い れ る 一

は い る

0 ・ 2

鯵 ○ 4

乗 れ る

の る 　 載 ）

乗 る

の 　 む

81 @ 鯵 0 　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2

2 幽 　 ○ 　 ○ 　 0 　 2

． 9 1 露 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 0 0 0 0 0 3 8

粛 麟 ○ ○ 0

1

鯵 1

○ ○ 0 0 0 0 0 0 0 　0 0 1 3

の み す ぎ る

の み こ む ． 3

の ぼ る

の ま す

麟 ○ ○

ぼ る 61

幽 1

幽 　 ○ 　 ○ ○ ○ 　 ○ 8

の び る 、 3

の ば す

動 詞
　 年 月

動 　 ○ ○ 2

1

胤 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ⑳ 韮 脚 1 2 3 4 5 数
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幽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 1 》　 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 1 0 0 1 2 3 4 5

数 ； 　 　 　 　 　 　 ； ； 　 　 数

　 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 0 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 《

　
　
　
21
　
12

　
　

　
　
　
　
11

　
l1

1］
2

o 1
2

o

o ○ 荏
鯵 1

馨 1

10 ｱ ○ o o

　
　

il
il
　

12
1i
14
i　

12
1　

li
12
g

i
s
P3

○ ○ ○ ○ 0 0 0

○ ○ 2

o 4

o

鯵

o o 2
1

o
○ ○ o o ○ ○ 9

1

o 1
1

o 1

み つ け る

み つ か る

み せ る

み が く

み え る

ま
ま

わ る
わ す 4

18
32

5
17 ○ ○ ○ ○ 　 ○ 　 ○ ○ 0 0 ○ 0 6

○ ○ ○ 0 　 2

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 3

鯵 ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○ 0 9

○ 　 ○ ○ 3

○ 0 0 0 0 0 0 0 　 0 　 0 0 0 5

2 o

2

み る 15
7

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 9 9

む か う 6 o

向 く 1 ○ ○ o 3



臓 ①

も ち あ げ る

も ぐ る

も え る

向 け る

む く （ 剣 ）

． 終
13 爾 ○ ○ ○

跳 1 2 3 4 5 6 7 8 9 、 。 n 鰍 1 2 3 4 5 数　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （

1

9 o o o 2

1 馨 0 2

10 O o o 1

g 2 ・ 1
0S ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

○
働

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 4 0

も ら ㌔ つ

も ど る 9 o

3
2

○ ○ ○ ○ o o 0 1
0 1

焼 く 4 o o o 3

や っ つ け る

や す む

焼 け る 1
7 o o 1

1

や ぶ け る … 1

や ぶ れ る

や ぶ る 2 馨 o 0 1

7 o o o 1

や む 1 o 1

や ら れ る

や ら す

や め る 8 ○ ○ ○ o 2
2

1

や る 18
fi

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O O 0 7 8

よ ご れ る

ゆ れ る 1

4 ○ ○ o 2

よ ぶ 2 o

よ む 16
2

わ か る

よ ろ こ ぶ

よ め る 28 麟 ○ ○ ○ ○ 　 ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 0 1 9

1
18 ○ ○

Z ， k 7 o ○ ○

○ ○ ○

0 　 0 0 0 5

○ ○ ○ ○ 0 2 0

　
わ

わ

　
た
ら

　
る
う

31
31
6

o o
○ ○ o 1

働

わ れ る 一 6 鯵 ○ ○

○ ○ o
o o 2


